資料４－３

Ｓ終了－１
平成２１年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｓ））研究終了報告書
◆記入に当たっては、「平成２１年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｓ））研究終了報告書等記入要領」を参照してください。
平成２１年３月３１日現在
	ローマ字
	
	
	2.所属研究機関・
　部局・職
	

	1.研究代表者
氏　　　　名
	印
	
	
	

	3.

研
究
課
題
名
	和文
	

	
	英文
	

	4.研究経費
(千円未満四捨五入)


	年　度

	研究経費（千円）
	使用内訳（千円）

	
	
	交付額
	支出額
	物品費
	旅費
	謝金等
	その他

	
	平成１６年度
	
	
	
	
	
	

	
	平成１７年度
	
	
	
	
	
	

	
	平成１８年度
	
	
	
	
	
	

	
	平成１９年度
	
	
	
	
	
	

	
	平成２０年度
	
	
	
	
	
	

	
	総　計
	
	
	

	5.研究組織（研究代表者、研究分担者及び連携研究者）　

	氏   名
	所属研究機関･部局･職
	現在の専門
	役割分担

	（研究代表者）
（研究分担者）

（連携研究者）
	
	
	

	課題番号
	

	
	

	Ｓ終了－１－２

Ｓ研究進捗－１－２

	5.研究組織（研究分担者・連携研究者）のつづき

	氏   名
	所属研究機関･部局･職
	現在の専門
	役割分担

	計○○名
	
	
	


	Ｓ終了－２

	6.当初の背景と研究目的

・研究計画調書に記載した研究目的(何をどこまで明らかにするのか等)を簡潔に記述してください。

	


Ｓ終了－３
	7.研究組織、研究方法、役割分担

・研究代表者、研究分担者及び連携研究者の役割分担と研究成果、本研究課題への貢献等について、必要に応じて組織図や図表等を用いながら、具体的かつ明確に記述してください。

	


Ｓ終了－４－１
	8.研究成果

○当初の研究目的に照らしながら、以下の点を含めて具体的かつ明確に記述してください。必要に応じて図表等を用いてください。
・本研究において得られた新たな知見、方法、結果、学術的なインパクト、または独創性・新規性において格段の発展をもたらした成果。

・当初の研究目的・計画を変更した場合（研究計画の大幅な変更等により研究計画調書(継続)を提出した場合は必須）は、その理由（線を引いて区別した上で、最後にまとめて記述してください）。

	


Ｓ終了－４－２
	8.研究成果（続き）


Ｓ終了－５
	9.中間評価で指摘を受けた事項への対応状況

・指摘事項を記載するとともに、それへの対応状況を具体的かつ明確に記述してください。

	


Ｓ終了－６－１
	10.研究成果の発表状況

○本研究費による代表的な成果発表について、これまでに発表した論文、著書（教科書、学会抄録、講演要旨は除く）、産業財産権等、招待講演、国際会議、学会等における発表状況を、現在から順に発表年次をさかのぼり記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
・例えば論文の場合、論文名、全著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁､発表年（西暦）を記入してください。

○特に重要な論文５編以内に○を付してコピーを添付してください。

○著者が多数に渡る場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合は、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）し

ても可。また、研究代表者は太字とし、研究分担者には二重下線を、連携研究者には一重下線を付してください。
○本研究費による成果である旨の記載があるものには＃を付けてください。（科研費による研究成果を発表する場合は、その旨を記載していただくことになっています）
○「研究進捗状況報告書」（中間評価時に作成）に記載済みのものについては、省略して構いません。

	


Ｓ終了－６－２
	10.研究成果の発表状況（続き）



Ｓ終了－６－３
	10.研究成果の発表状況（続き）



Ｓ終了－６－４
	10.研究成果の発表状況（続き）



	11.本研究費による研究成果の社会・国民への発信

・Ｗｅｂ、マスメディア、「ひらめき☆ときめきサイエンス」等の公開行事による情報発信について記入してください。

・Ｗｅｂを利用したものではＵＲＬ、新聞掲載では新聞名、掲載年月日等（切抜き等を添付してください。）、パンフレットの場合は題名、発行年月、発行数等、行事では、行事名、実施日、テーマ、参加者数等。

	


	12.当初の研究目的の達成度を自己評価してください。

・該当する□を塗りつぶすとともに、理由を記述してください。

	□　予定以上に進展した
　□　予定どおり進展した
　□　一部不十分であるが、一応の進展があった
　□　十分な進展がなかった
（理由）



	13.本研究で得られた研究成果の学術的価値、関連分野への波及性について自己評価してください。

・世界、日本における位置づけ、インパクトなどを記述してください。

	


Ｓ終了－７
Ｓ終了－８－１
	14.研究費の使用状況

○以下の点について記入してください。

(1) 当初の研究計画調書に記載した研究費の使用内訳について大幅な変更があった場合は、主な変更点及びその理由（変更により当初の研究目的の達成に支障が生じなかったかを含めて）。

(2) 物品費以外の主たる支出について額の大きい順に使途、金額、研究上必要な理由等（物品費については、｢15.物品費の支出明細｣欄に記入して下さい）。
 (3) 研究費の繰越しを申請した場合は、その内容を記入してください。

	


Ｓ終了－８－２
	15.物品費の支出明細
・以下の物品について支出額の大きい順に記入してください。

	（１）単価５０万円以上の物品

	年度
	品名
	仕様・性能等
	数量
	単価(円)
	金額(円)
	設置（使用）研究機関

	
	
	
	
	
	
	

	（２）単価５０万円未満であっても、同じ物品を多数・多量に購入した場合の物品及びその理由

	年度
	品名
	仕様・性能等
	数量
	単価(円)
	金額(円)
	設置（使用）研究機関

	
	
	
	
	
	
	

	【理由】

	（３）上記（１）及び（２）の物品の活用状況

	


[テキストを入力してください]
1

